
(57)【要約】

【課題】

【解決手段】複層ガラスの内部空間５内にブラインド６

を内蔵させ、その左右にスクリュー軸１４，１５を配設

し、外部に設けたブラインド操作装置７におけるプーリ

ー９の回転に従って、連動回転するウォームギア１１を

内部空間５内に設け、ウォームギア１１により、直接、

または伝動回転軸１８を介して、スクリュー軸１４，１

５を連動回転させて、スクリュー軸１４，１５に螺合さ

せた昇降管２１，２２を上下移動させるとともに、少な

くとも一方に、錘２６を取り付け、昇降管２１，２２を

、固定滑車２４ａ，２４ｂを介して、ブラインド６の下

端部と紐状物２５によって連結したブラインド内蔵複層

ガラスとする。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た ガ ラ ス 板 間 の 内 部 空 間 内 に ブ ラ イ ン ド を 内 蔵 さ せ 、 こ の ブ ラ イ
ン ド の 左 右 に ブ ラ イ ン ド 開 閉 制 御 用 の ス ク リ ュ ー 軸 を 上 下 方 向 に 配 設 し 、 前 記 内 部 空 間 の
外 部 に 設 け た ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 に お け る プ ー リ ー の 回 転 に 従 っ て 、 磁 石 の 吸 引 力 に よ り
連 動 回 転 す る ウ ォ ー ム ギ ア を 前 記 内 部 空 間 内 に 設 け 、 こ の ウ ォ ー ム ギ ア に よ り 、 直 接 、 ま
た は 伝 動 回 転 軸 を 介 し て 間 接 に 、 前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 を 連 動 回 転 さ せ て 、 こ の ス ク リ
ュ ー 軸 に そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ た 昇 降 管 を 上 下 移 動 さ せ る と と も に 、 こ の 左 右 の 昇 降 管 を 、 そ
れ ぞ れ 固 定 滑 車 を 介 し て 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 と 紐 状 物 に よ っ て 連 結 し 、 か つ 前 記 左 右 の
昇 降 管 の 少 な く と も 一 方 に 、 錘 を 取 り 付 け 、 こ の 錘 の 重 量 に よ り 、 前 記 ス ク リ ュ ー 軸 を 連
動 回 転 さ せ る た め の 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア を 回 転 さ せ る の に 必 要 な 駆 動 力 を 小 さ く し た こ と を
特 徴 と す る ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 の う ち 、 一 方 の ス ク リ ュ ー 軸 に つ い て は 、 こ の ス ク リ ュ ー 軸 に 設
け た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル を 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア に 噛 合 さ せ 、 他 方 の ス ク リ ュ ー 軸 に つ い て は
、 水 平 方 向 に 配 設 し た 伝 動 回 転 軸 の 一 端 に 設 け た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル を 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア
に 噛 合 さ せ 、 他 端 に 設 け た 傘 歯 車 を 、 ス ク リ ュ ー 軸 の 一 端 に 設 け た 傘 歯 車 と 噛 合 さ せ る こ
と に よ っ て 、 ウ ォ ー ム ギ ア を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 を 連 動 回 転 さ せ
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 を 、 磁 石 を 取 り 付 け た プ ー リ ー と 、 こ の プ ー リ ー を 回 転 操 作 す る
チ ェ ー ン と よ り 形 成 し 、 前 記 プ ー リ ー を 複 層 ガ ラ ス に お け る 一 方 の ガ ラ ス 板 を 介 し て 、 前
記 ウ ォ ー ム ギ ア と 対 面 さ せ る と と も に 、 こ の ウ ォ ー ム ギ ア に 磁 石 を 取 り 付 け 、 前 記 プ ー リ
ー と ウ ォ ー ム ギ ア に お け る 両 磁 石 の 吸 引 力 に よ り 、 ウ ォ ー ム ギ ア を プ ー リ ー の 回 転 に 従 っ
て 連 動 回 転 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵
複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 に そ れ ぞ れ 螺 合 す る 昇 降 管 を 、 遊 嵌 状 態 で 螺 合 さ せ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 に 噛 合 さ せ た 昇 降 管 の う ち 、 伝 動 回 転 軸 を 介 さ ず に 直 接 に 、 前 記
ウ ォ ー ム ギ ア に 噛 合 さ せ た ス ク リ ュ ー 軸 に 噛 合 さ せ た 昇 降 管 に の み 、 錘 を 付 し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 左 右 の 昇 降 管 を 、 そ れ ぞ れ 固 定 滑 車 を 介 し て 、 ブ ラ イ ン ド の ボ ト ム レ ー ル と 紐 状 物 に
よ っ て 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ
ラ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
ブ ラ イ ン ド を 開 閉 す る 際 に 、 上 下 方 向 に 移 動 さ せ る 、 ブ ラ イ ン ド に お け る ス ラ ッ ト と ボ ト
ム レ ー ル の 総 重 量 と 、 左 右 の 昇 降 管 ま た は そ の 一 方 に 取 り 付 け る 錘 の 重 量 の う ち 、 錘 と し
て 作 用 す る 有 効 重 量 と を 、 ほ ぼ 等 し く な る よ う に 調 節 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６
の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
水 平 方 向 に 配 設 し た 前 記 伝 動 回 転 軸 に 、 コ イ ル ば ね の 両 端 の 各 端 を そ れ ぞ れ ブ ラ イ ン ド の
表 と 裏 側 に 配 置 さ せ た ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ を 外 嵌 さ せ 、 こ の ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ の 各 端 に
、 ブ ラ イ ン ド に お け る ス ラ ッ ト を 連 結 す る 表 と 裏 側 の そ れ ぞ れ の ラ ダ ー コ ー ド を 連 結 し 、
ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ て い る 際 に は 、 前 記 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ が 摺 動
し て 、 前 記 伝 動 回 転 軸 の 回 転 に 連 動 回 転 せ ず 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 の 上 下 方 向 の 移 動 を 止
め た 際 に は 、 前 記 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ が 、 前 記 伝 動 回 転 軸 の 回 転 に 連 動 回 転 し て 、 ブ ラ イ
ン ド に お け る ス ラ ッ ト の 開 度 の 角 度 調 節 に よ り 開 閉 制 御 を な し 得 る よ う に し た こ と を 特 徴
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と す る 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た ガ ラ ス 板 間 に 形 成 し た 内 部 空 間 を 、 密 閉 空 間 と し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た ガ ラ ス 板 間 の 内 寸 を ほ ぼ １ ２ ｍ ｍ と し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ブ ラ イ ン ド を 内 蔵 し た 複 層 ガ ラ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
複 層 ガ ラ ス は 、 優 れ た 断 熱 お よ び 遮 音 の 効 果 を 奏 す る た め 、 近 年 、 一 般 住 宅 、 事 務 所 、 学
校 等 に お い て 、 そ の 使 用 が 増 加 し て い る 。
巻 き 上 げ 式 の ブ ラ イ ン ド を 、 複 層 ガ ラ ス 内 に 内 蔵 さ せ た も の も あ る が 、 こ の 場 合 、 い わ ゆ
る 巻 き 太 り の た め に 、 複 層 ガ ラ ス 内 の 空 気 層 の 厚 さ を ２ ９ ｍ ｍ 程 度 以 上 と す る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 般 に 、 複 層 ガ ラ ス の 内 部 空 間 は 、 結 露 を 防 止 す る た め 、 密 閉 構 造 と さ れ て い る 。 そ の た
め 、 前 記 の よ う に 空 気 層 が 厚 く な る と 、 気 温 の 変 化 に よ り 、 空 気 が 熱 膨 張 し 、 そ の 影 響 で
、 ガ ラ ス 板 の 周 囲 を シ ー ル し て い る コ ー キ ン グ 材 が 破 損 し 、 密 閉 構 造 が 損 な わ れ 、 結 露 を
生 ず る と い う 不 都 合 が み ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 空 気 層 の 厚 さ を ２ ９ ｍ ｍ と し た 複 層 ガ ラ ス は 、 各 ガ ラ ス 板 の 厚 さ ３ ｍ ｍ を 加 え て 、
全 体 の 厚 さ が ３ ５ ｍ ｍ と な り 、 奥 行 寸 法 が 過 大 と な っ て 、 一 般 の 標 準 タ イ プ の 市 販 サ ッ シ
に は 取 り 付 け る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 巻 き 太 り を 回 避 す る た め 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 に 昇 降 バ ー を 取 り 付 け 、 こ の 昇 降 バ ー
の 両 端 ま た は 一 端 に 内 部 磁 石 片 を 設 け 、 こ の 内 部 磁 石 片 と 引 合 う 外 部 磁 石 片 を 上 下 に 移 動
さ せ て 、 昇 降 バ ー を 外 部 磁 石 片 に 追 従 移 動 さ せ る よ う に し た 発 明 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許
文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 こ の 発 明 は 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 を 磁 石 の 吸 引 力 に よ り 、 直 接 持 ち 上 げ る た め 、
ブ ラ イ ン ド に お け る 昇 降 バ ー や ス ラ ッ ト の 重 量 に よ り 、 内 部 磁 石 片 が 外 部 磁 石 片 に 追 従 移
動 し な い 場 合 が 生 ず る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ３ １ ２ ２ ６ ７
（ 特 に 、 請 求 項 １ お よ び 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 前 記 現 状 に 鑑 み 、 一 般 の 複 層 ガ ラ ス と し て 、 最 も 多 用 さ れ て い る 空 気 層 の 厚 さ
が １ ２ ｍ ｍ の 複 層 ガ ラ ス 内 に 、 ブ ラ イ ン ド を 内 蔵 さ せ 、 空 気 層 の 厚 さ が 大 き い 場 合 に 生 ず
る コ ー キ ン グ 材 の 破 損 に よ る 結 露 等 の 不 都 合 を 防 止 す る と と も に 、 標 準 タ イ プ の 市 販 サ ッ
シ へ の 取 り 付 け を 可 能 と し 、 か つ ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 を 上 下 移 動 さ せ て 開 閉 す る 際 に 、 操
作 に 対 す る ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 の 上 下 方 向 の 追 従 移 動 性 を 良 好 に し て 、 操 作 性 に 優 れ た ブ
ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 に よ る と 、 上 記 課 題 は 、 次 の よ う に し て 解 決 さ れ る 。
（ １ ） 　 ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た ガ ラ ス 板 間 の 内 部 空 間 内 に ブ ラ イ ン ド を 内 蔵 さ せ 、 こ
の ブ ラ イ ン ド の 左 右 に ブ ラ イ ン ド 開 閉 制 御 用 の ス ク リ ュ ー 軸 を 上 下 方 向 に 配 設 し 、 前 記 内
部 空 間 の 外 部 に 設 け た ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 に お け る プ ー リ ー の 回 転 に 従 っ て 、 磁 石 の 吸 引
力 に よ り 連 動 回 転 す る ウ ォ ー ム ギ ア を 前 記 内 部 空 間 内 に 設 け 、 こ の ウ ォ ー ム ギ ア に よ り 、
直 接 、 ま た は 伝 動 回 転 軸 を 介 し て 間 接 に 、 前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 を 連 動 回 転 さ せ て 、 こ
の ス ク リ ュ ー 軸 に そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ た 昇 降 管 を 上 下 移 動 さ せ る と と も に 、 こ の 左 右 の 昇 降
管 を 、 そ れ ぞ れ 固 定 滑 車 を 介 し て 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 と 紐 状 物 に よ っ て 連 結 し 、 か つ 前
記 左 右 の 昇 降 管 の 少 な く と も 一 方 に 、 錘 を 取 り 付 け 、 こ の 錘 の 重 量 に よ り 、 前 記 ス ク リ ュ
ー 軸 を 連 動 回 転 さ せ る た め の 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア を 回 転 さ せ る の に 必 要 な 駆 動 力 を 小 さ く し
た こ と を 特 徴 と す る ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 　 上 記 （ １ ） 項 に お い て 、 前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 の う ち 、 一 方 の ス ク リ ュ ー 軸 に
つ い て は 、 こ の ス ク リ ュ ー 軸 に 設 け た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル を 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア に 噛 合 さ せ
、 他 方 の ス ク リ ュ ー 軸 に つ い て は 、 水 平 方 向 に 配 設 し た 伝 動 回 転 軸 の 一 端 に 設 け た ウ ォ ー
ム ホ イ ー ル を 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア に 噛 合 さ せ 、 他 端 に 設 け た 傘 歯 車 を 、 ス ク リ ュ ー 軸 の 一
端 に 設 け た 傘 歯 車 と 噛 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 ウ ォ ー ム ギ ア を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 左
右 の ス ク リ ュ ー 軸 を 連 動 回 転 さ せ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ま た は （ ２ ） 項 に お い て 、 前 記 ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 を 、 磁 石 を 取 り
付 け た プ ー リ ー と 、 こ の プ ー リ ー を 回 転 操 作 す る チ ェ ー ン と よ り 形 成 し 、 前 記 プ ー リ ー を
複 層 ガ ラ ス に お け る 一 方 の ガ ラ ス 板 を 介 し て 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア と 対 面 さ せ る と と も に 、
こ の ウ ォ ー ム ギ ア に 磁 石 を 取 り 付 け 、 前 記 プ ー リ ー と ウ ォ ー ム ギ ア に お け る 両 磁 石 の 吸 引
力 に よ り 、 ウ ォ ー ム ギ ア を プ ー リ ー の 回 転 に 従 っ て 連 動 回 転 さ せ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ～ （ ３ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 に そ れ ぞ
れ 螺 合 す る 昇 降 管 を 、 遊 嵌 状 態 で 螺 合 さ せ た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ５ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ～ （ ４ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 前 記 左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 に 噛 合 さ
せ た 昇 降 管 の う ち 、 伝 動 回 転 軸 を 介 さ ず に 直 接 に 、 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア に 噛 合 さ せ た ス ク リ
ュ ー 軸 に 噛 合 さ せ た 昇 降 管 に の み 、 錘 を 付 し た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ６ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ～ （ ５ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 前 記 左 右 の 昇 降 管 を 、 そ れ ぞ れ 固
定 滑 車 を 介 し て 、 ブ ラ イ ン ド の ボ ト ム レ ー ル と 紐 状 物 に よ っ て 連 結 し た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ７ ） 　 上 記 （ １ ） ～ （ ６ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 ブ ラ イ ン ド を 開 閉 す る 際 に 、 上 下 方
向 に 移 動 さ せ る 、 ブ ラ イ ン ド に お け る ス ラ ッ ト と ボ ト ム レ ー ル の 総 重 量 と 、 左 右 の 昇 降 管
ま た は そ の 一 方 に 取 り 付 け る 錘 の 重 量 の う ち 、 錘 と し て 作 用 す る 有 効 重 量 と を 、 ほ ぼ 等 し
く な る よ う に 調 節 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ８ ） 　 上 記 （ ２ ） 項 ～ （ ７ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 水 平 方 向 に 配 設 し た 前 記 伝 動 回 転
軸 に 、 コ イ ル ば ね の 両 端 の 各 端 を そ れ ぞ れ ブ ラ イ ン ド の 表 と 裏 側 に 配 置 さ せ た ス プ リ ン グ
ク ラ ッ チ を 外 嵌 さ せ 、 こ の ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ の 各 端 に 、 ブ ラ イ ン ド に お け る ス ラ ッ ト を
連 結 す る 表 と 裏 側 の そ れ ぞ れ の ラ ダ ー コ ー ド を 連 結 し 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 を 上 下 方 向 に
移 動 さ せ て い る 際 に は 、 前 記 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ が 摺 動 し て 、 前 記 伝 動 回 転 軸 の 回 転 に 連
動 回 転 せ ず 、 ブ ラ イ ン ド の 下 端 部 の 上 下 方 向 の 移 動 を 止 め た 際 に は 、 前 記 ス プ リ ン グ ク ラ
ッ チ が 、 前 記 伝 動 回 転 軸 の 回 転 に 連 動 回 転 し て 、 ブ ラ イ ン ド に お け る ス ラ ッ ト の 開 度 の 角
度 調 節 に よ り 開 閉 制 御 を な し 得 る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ９ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ～ （ ８ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 前 記 ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た ガ
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ラ ス 板 間 に 形 成 し た 内 部 空 間 を 、 密 閉 空 間 と し た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ １ ０ ） 　 上 記 （ １ ） 項 ～ （ ９ ） 項 の い ず れ か に お い て 、 前 記 ス ペ ー サ を 介 し て 隔 置 し た
ガ ラ ス 板 間 の 内 寸 を ほ ぼ １ ２ ｍ ｍ と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス の 実 施 形 態 の 正 面 図 、 図 ２ は 、 右 側 面 図 で あ
る 。
本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス （ １ ） は 、 複 層 ガ ラ ス （ ２ ） 、 す な わ ち ス ペ ー サ （ ３
） を 介 し て 隔 置 し た ガ ラ ス 板 （ ４ ａ ） （ ４ ｂ ） 構 造 に お け る 密 閉 さ れ た 内 部 空 間 （ ５ ） 内
に 内 蔵 し た ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 、 前 記 内 部 空 間 （ ５ ） の 外 部 に 設 け た ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置
（ ７ ） に お け る チ ェ ー ン （ ８ ） を 操 作 し て 、 開 閉 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ ～ Ｉ Ｉ Ｉ 線 縦 断 面 図 で あ る 。
図 ４ は 、 図 １ に お け る Ｉ Ｖ ～ Ｉ Ｖ 線 縦 断 面 図 、 図 ５ は 、 図 ３ に お け る 破 線 円 Ｖ 内 の 部 分 拡
大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 （ ７ ） は 、 操 作 用 の チ ェ ー ン （ ８ ） と 、 こ の チ ェ ー ン （ ８ ） に よ
っ て 回 転 さ れ る プ ー リ ー （ ９ ） と 、 プ ー リ ー カ バ ー （ １ ０ ） と よ り な る 。
複 層 ガ ラ ス （ ２ ） の 内 部 空 間 （ ５ ） に は 、 前 記 プ ー リ ー （ ９ ） と 対 面 す る 位 置 に 、 ウ ォ ー
ム ギ ア （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 プ ー リ ー （ ９ ） と ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） と が 、 一 方 の ガ ラ
ス 板 （ ４ ａ ） を 介 し て 、 相 互 に 対 面 す る 面 に は 、 相 互 に 吸 引 す る 磁 石 （ １ ２ ） （ １ ３ ） が
埋 め 込 ま れ て い る 。
こ れ ら の 磁 石 （ １ ２ ） （ １ ３ ） の 吸 引 力 に よ り 、 プ ー リ ー （ ９ ） の 回 転 に 従 っ て 、 ウ ォ ー
ム ギ ア （ １ １ ） が 連 動 回 転 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 左 右 に は 、 ブ ラ イ ン ド 開 閉 制 御 用 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） が
、 上 下 方 向 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ に お い て 、 右 側 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） の 上 端 に は 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル （ １ ６ ） が 一
体 的 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） と 噛 合 し て い る 。
一 方 、 左 側 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ５ ） の 上 端 に は 、 傘 歯 車 （ １ ７ ） が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ
て お り 、 こ の 傘 歯 車 （ １ ７ ） は 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 上 方 に 水 平 方 向 に 配 設 し た 伝 動 回 転
軸 （ １ ８ ） の 左 端 に 同 じ く 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 傘 歯 車 （ １ ９ ） と 噛 合 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） の 右 端 に は 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル （ ２ ０ ） が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ 、 ウ
ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） と 噛 合 し て い る 。
左 右 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に は 、 そ れ ぞ れ 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） が 、 遊 嵌 状
態 で 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ６ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） 図 は 、 そ れ ぞ れ 図 ３ に お け る Ｖ Ｉ （ ａ ） ～ Ｖ Ｉ （ ａ ） 線 横 断 面 図 、
Ｖ Ｉ （ ｂ ） ～ Ｖ Ｉ （ ｂ ） 線 横 断 面 図 で あ る 。
昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） を ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に 遊 嵌 状 態 で 螺 合 さ せ る に は 、
昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） に お け る 雌 ね じ の 歯 底 お よ び 歯 先 と 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １
５ ） に お け る 雄 ね じ の 歯 先 お よ び 歯 底 と を 、 相 当 程 度 の 間 隙 を 保 持 し て 螺 合 さ せ る 形 態 以
外 に 、 図 ６ の （ ａ ） （ ｂ ） 図 に 示 す よ う に 、 た と え ば 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） に 連 続 し た
雌 ね じ を 設 け る こ と な く 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に お け る 雄 ね じ の 歯 丈 よ り も 高
さ の 低 い 少 数 の 突 起 、 た と え ば 内 側 向 き に 放 射 状 に 配 置 さ れ た ３ 個 の 突 起 （ ２ １ ａ ） （ ２
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２ ａ ） を 設 け 、 こ の 突 起 を ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） の 雄 ね じ に 螺 合 さ せ る 形 態 も 推
奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） を ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に 遊 嵌 状 態 で 螺 合 さ せ る こ と に
よ っ て 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） の 回 転 に と も な っ て 、 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） を
上 下 移 動 さ せ る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
各 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） は 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 下 端 部 に お け る ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ）
の 右 端 （ ２ ３ ａ ） ま た は 左 端 （ ２ ３ ｂ ） と 、 固 定 滑 車 （ ２ ４ ａ ） （ ２ ４ ｂ ） を 介 し て 、 紐
状 物 （ ２ ５ ） に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
右 側 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） に 螺 合 さ れ た 昇 降 管 （ ２ １ ） に は 、 錘 （ ２ ６ ） が 取 り 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 下 端 部 を 上 下 移 動 さ せ て 開 閉 す る 際 の 機 構 は 、 次 の と お り で あ る 。
図 １ に お い て 、 ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 （ ７ ） に お け る チ ェ ー ン （ ８ ） を 操 作 し て 、 プ ー リ ー
（ ９ ） を 時 計 回 り に 回 転 さ せ る 。 こ の プ ー リ ー （ ９ ） の 回 転 に と も な い 、 一 方 の ガ ラ ス 板
（ ４ ａ ） を 介 し て 対 面 す る 、 図 ３ に 示 す ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） が 、 磁 石 の 吸 引 力 に よ り 、
同 じ く 時 計 回 り に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） の 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 こ れ と 噛 合 し て い る ウ ォ ー ム ホ イ ー ル （
１ ６ ） を 介 し て 、 右 側 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） が 平 面 視 に お い て 、 反 時 計 回 り に 回 転 す る
。 こ の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） の 回 転 に と も な い 、 昇 降 管 （ ２ １ ） が 下 向 き に 移 動 す る 。 す
な わ ち 、 昇 降 管 （ ２ １ ） は 、 紐 状 物 （ ２ ５ ） に よ っ て 固 定 滑 車 （ ２ ４ ａ ） を 介 し て 、 ブ ラ
イ ン ド （ ６ ） に お け る ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） と 連 結 さ れ て 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） や ス ラ
ッ ト （ ２ ７ ） の 重 量 が 負 荷 さ れ て い る と と も に 、 昇 降 管 （ ２ １ ） の 左 右 幅 が 、 内 部 空 間 （
５ ） の 前 後 幅 よ り も 大 き い た め 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る こ と が
で き な い 。 そ の た め 昇 降 管 （ ２ １ ） は 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） の 回 転 に と も な い 、 下 向 き
に 移 動 す る 。
昇 降 管 （ ２ １ ） の 下 向 き の 移 動 は 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 上 向 き に 移 動 さ せ る よ う に 作
用 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） の 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 こ れ と 噛 合 し て い る ウ ォ ー ム ホ イ
ー ル （ ２ ０ ） を 介 し て 、 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） が 右 側 面 視 に お い て 、 時 計 回 り に 回 転 す る 。
こ の 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） の 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 ２ つ の 傘 歯 車 （ １ ９ ） （ １ ７ ） を 介 し
て 、 左 側 の ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ５ ） が 平 面 視 に お い て 時 計 回 り に 回 転 す る 。 こ の ス ク リ ュ ー
軸 （ １ ５ ） の 回 転 に と も な い 、 昇 降 管 （ ２ ２ ） が 下 向 き に 移 動 す る 。 昇 降 管 （ ２ ２ ） の 下
向 き の 移 動 は 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 上 向 き に 移 動 さ せ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う に 、 左 右 の 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） が 同 時 に 下 向 き に 移 動 し 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２
３ ） を 上 向 き に 移 動 さ せ る よ う に 作 用 す る た め 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） は 水 平 状 態 を 保 持
し な が ら 、 上 向 き に 移 動 し 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 下 端 部 か ら 順 次 、 上 部 に 向 け て 折 り 畳 む
よ う に し て 、 開 い た 状 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 所 望 の 位 置 ま で 上 方 に 移 動 さ せ て 開 い た 状 態
と し た 後 に 、 チ ェ ー ン （ ８ ） の 操 作 に よ る プ ー リ ー （ ９ ） の 回 転 を 停 止 す れ ば 、 ボ ト ム レ
ー ル （ ２ ３ ） は 、 そ の 位 置 で 保 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） に は
、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 構 成 す る 複 数 の ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の う ち 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） と
と も に 、 上 方 に 移 動 さ せ て 持 ち 上 げ た ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の 重 量 と 、 錘 （ ２ ６ ） の 重 量 の う
ち 、 錘 と し て 作 用 す る 有 効 重 量 と の 差 に ほ ぼ 相 当 す る 力 が 負 荷 さ れ て 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １
４ ） （ １ ５ ） を 回 転 さ せ よ う と す る が 、 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル （ １ ６ ） （ ２ ０ ） か ら ウ ォ ー ム
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ギ ア （ １ １ ） へ の 回 転 の 伝 動 が 不 可 能 な た め 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） の 移 動 は 、 上 下 方 向
い ず れ に つ い て も 阻 止 さ れ て 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） は 定 位 置 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 上 方 に 移 動 さ せ て ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 開 い た 状 態 か ら 、 再
び ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 下 方 に 移 動 さ せ て ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 閉 じ る 際 に は 、 チ ェ ー ン
（ ８ ） を 操 作 し て 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 開 く 場 合 と は 逆 向 き に 、 プ ー リ ー （ ９ ） を 回 転 さ
せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス は 、 ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） に 噛 合 さ せ た 昇 降 管 （ ２ １
） に 錘 （ ２ ６ ） を 取 り 付 け 、 こ の 錘 （ ２ ６ ） と ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 紐 状 物 （ ２ ５ ） を
介 し て 連 結 し て い る こ と が 大 き な 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う な 機 構 と す る こ と に よ り 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） を 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 上 下 方
向 に 移 動 さ せ て 開 閉 す る 際 の ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を 回 転 さ せ る た め に 必 要 な 力 が 大 幅 に
減 少 す る 。 す な わ ち 、 こ の ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を 回 転 さ せ る た め に 必 要 な 力 は 、 ブ ラ イ
ン ド （ ６ ） を 開 閉 す る 際 に 、 上 下 方 向 に 移 動 さ せ る ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） と ボ ト ム レ ー ル （ ２
３ ） と の 総 重 量 と 、 錘 （ ２ ６ ） の 重 量 の う ち 、 錘 と し て 作 用 す る 有 効 重 量 と の 差 に 、 ス ク
リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） （ １ ５ ） 、 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） 、 ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） 、 ウ ォ ー ム ホ イ
ー ル （ ２ ０ ） 、 傘 歯 車 （ １ ７ ） （ １ ９ ） 等 の 機 構 に お け る 回 転 摩 擦 力 を 加 え た も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
然 る に 、 前 記 錘 （ ２ ６ ） の 重 量 の う ち 、 錘 と し て 作 用 す る 有 効 重 量 を 、 前 記 ス ラ ッ ト （ ２
７ ） と ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） と の 総 重 量 と ほ ぼ 等 し く な る よ う に 調 節 す る こ と に よ り 、 こ
れ ら の 差 を ほ ぼ 零 に 近 く す る こ と が で き る 。
な お 、 こ こ で 錘 と し て 作 用 す る 有 効 重 量 と は 、 錘 （ ２ ６ ） を 取 り 付 け た 昇 降 管 （ ２ １ ） が
ス ク リ ュ ー 軸 （ １ ４ ） に 噛 合 し て い る た め 、 バ ラ ン サ ー と し て 有 効 に 作 用 す る の は 、 錘 の
重 量 の 数 割 で あ り 、 こ の バ ラ ン サ ー と し て 作 用 す る 重 量 を 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の た め 、 ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を 回 転 さ せ る た め に 必 要 な 力 は 、 実 質 的 に 前 記 機 構 に お
け る 回 転 摩 擦 力 だ け と な る 。 こ の 回 転 摩 擦 力 は 、 元 来 、 小 さ い も の で あ る 。 し た が っ て 、
ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を 回 転 さ せ る た め に 必 要 な 力 は 、 小 さ い 力 で 充 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の た め 、 チ ェ ー ン （ ８ ） を 操 作 し て 、 プ ー リ ー （ ９ ） を 回 転 さ せ 、 こ の プ ー リ ー （ ９ ）
の 回 転 に 従 っ て 、 磁 石 の 吸 引 力 を 介 し て ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を 連 動 し て 回 転 さ せ る 際 に
、 ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） に は 、 小 さ い 前 記 摩 擦 力 し か 負 荷 さ れ て い な い た め 、 前 記 ウ ォ ー
ム ギ ア （ １ １ ） の 連 動 回 転 が 確 実 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 錘 （ ２ ６ ） を 、 左 右 の 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） の う ち 、 一 方 の 昇
降 管 （ ２ １ ） に の み 取 り 付 け た が 、 両 方 の 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） に 取 り 付 け て も よ い 。
こ の 場 合 は 、 両 方 の 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） に 取 り 付 け た 錘 の 重 量 の う ち 、 錘 と し て 作 用
す る 有 効 重 量 の 和 が 、 前 記 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） と ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） と の 総 重 量 と ほ ぼ 等
し く な る よ う に 調 節 す れ ば よ い 。
な お 、 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） の 重 量 が 大 き い 場 合 、 た と え ば 、 左 右 の 昇 降 管 （ ２ １ ） （
２ ２ ） の 有 効 総 重 量 が 、 前 記 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） と ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） と の 総 重 量 と ほ ぼ
等 し い 場 合 な ど は 、 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） が 実 質 的 に 錘 （ ２ ６ ） の 作 用 を も な す た め 、
別 途 錘 （ ２ ６ ） を 取 り 付 け る こ と は 不 要 で あ る 。
こ の 実 施 形 態 も 、 本 明 細 書 に お い て は 、 昇 降 管 （ ２ １ ） （ ２ ２ ） に 錘 （ ２ ６ ） を 取 り 付 け
た 一 実 施 形 態 と し て 取 扱 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ７ は 、 図 ３ に お け る 破 線 円 Ｖ Ｉ Ｉ 内 の 部 分 拡 大 図 、 図 ８ は 、 図 ７ の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
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ブ ラ イ ン ド （ ６ ） は 、 側 面 視 に お い て 、 上 下 方 向 に 並 ぶ 各 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） を 水 平 に な る
よ う に 位 置 さ せ た と き の 各 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の ブ ラ イ ン ド 表 側 縁 同 士 、 ブ ラ イ ン ド 裏 側 内
同 士 を ラ ダ ー コ ー ド （ ２ ８ ） で 連 結 し 、 下 端 に ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 取 り 付 け て 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
各 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の 縦 方 向 か ら 水 平 方 向 ま で の 角 度 を 調 節 す る こ と に よ り 、 ブ ラ イ ン ド
（ ６ ） の 開 閉 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） に は 、 ス ラ ッ ト 角 度 調 節 部 （ ２ ９ ） が 設 け ら れ て い る 。 ス ラ ッ ト 角 度
調 節 部 （ ２ ９ ） は 、 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） と 、 こ の ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） の
取 付 部 （ ３ １ ） と よ り な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） は 、 コ イ ル ば ね の 両 端 を そ れ ぞ れ 上 向 き に 折 り 曲 げ て 、 前 記
ラ ダ ー コ ー ド （ ２ ８ ） の 係 止 部 （ ３ ０ ａ ） を 設 け て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
取 付 部 （ ３ １ ） は 、 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） を 、 ２ 段 に 拡 径 す る と と も に 、 そ の 最 大 拡 径 部 （
３ １ ａ ） の 中 央 に お い て 、 １ 段 に 縮 径 し て 縮 径 部 （ ３ １ ｂ ） を 形 成 し て あ る 。 ス プ リ ン グ
ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） は 、 前 記 縮 径 部 （ ３ １ ｂ ） に 緊 縛 に 外 嵌 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） は 、 ラ ダ ー コ ー ド （ ２ ８ ） の 上 端 を 係 止 す る 各 係 止 部 （ ３ ０
ａ ） （ ３ ０ ｂ ） を 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 表 と 裏 側 に 配 置 さ せ 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 表 側 に
位 置 す る 係 止 部 （ ３ ０ ａ ） に は 、 各 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の ブ ラ イ ン ド 表 側 縁 同 士 を 連 結 す る
ラ ダ ー コ ー ド （ ２ ８ ） の 上 端 を 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） の 裏 側 に 位 置 す る 係 止 部 （ ３ ０ ｂ ） に
は 、 各 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の ブ ラ イ ン ド 裏 側 縁 同 士 を 連 結 す る ラ ダ ー コ ー ド （ ２ ８ ） の 上 端
を 、 そ れ ぞ れ 係 止 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
チ ェ ー ン （ ８ ） を 操 作 し て 、 プ ー リ ー （ ９ ） を 回 転 さ せ 、 同 時 に ウ ォ ー ム ギ ア （ １ １ ） を
連 動 回 転 さ せ な が ら 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ て い る 間 は 、 ス プ リ ン
グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） は 摺 動 し て 、 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） の 回 転 に 連 動 回 転 せ ず 、 ボ ト ム レ ー
ル （ ２ ３ ） の 上 下 方 向 の 移 動 を 止 め た 際 に は 、 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３ ０ ） は 、 伝 動 回 転
軸 （ １ ８ ） の 回 転 に 連 動 回 転 し て 、 ブ ラ イ ン ド （ ６ ） に お け る ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の 開 度 の
角 度 調 節 に よ り 開 閉 制 御 を な し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
す な わ ち 、 た と え ば 、 ボ ト ム レ ー ル （ ２ ３ ） を 所 望 の 位 置 ま で 、 上 方 に 移 動 さ せ た 後 に 、
チ ェ ー ン （ ８ ） の 操 作 を 一 旦 止 め 、 次 い で 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） を 半 回 転 以 内 の 範 囲 で 、 わ
ず か に 回 転 さ せ る よ う に チ ェ ー ン （ ８ ） を 操 作 す る こ と に よ り 、 ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ （ ３
０ ） が 、 伝 動 回 転 軸 （ １ ８ ） の 回 転 に 連 動 回 転 し て 、 ス ラ ッ ト （ ２ ７ ） の 開 度 の 角 度 調 節
が な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が 奏 せ ら れ る 。
（ １ ） 　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス に お け る ブ ラ
イ ン ド は 、 巻 き 上 げ 式 で な い た め 、 一 般 の 複 層 ガ ラ ス と し て 、 最 も 多 用 さ れ て い る 空 気 層
の 厚 さ が １ ２ ｍ ｍ の 複 層 ガ ラ ス 内 に 、 ブ ラ イ ン ド を 内 蔵 さ せ る こ と が で き る 。
こ の た め 空 気 層 の 厚 さ が 大 き い 場 合 に 生 ず る コ ー キ ン グ 材 の 破 損 に よ る 結 露 等 の 不 都 合 を
防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 標 準 タ イ プ の 市 販 サ ッ シ に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き
る 。
さ ら に 、 錘 を 利 用 し て 、 ウ ォ ー ム ギ ア に 負 荷 さ れ る 力 を 軽 減 し て い る た め 、 ブ ラ イ ン ド の
ボ ト ム レ ー ル を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ て 開 閉 す る 際 に 、 チ ェ ー ン の 操 作 に 対 す る ボ ト ム レ ー
ル の 上 下 方 向 の 追 従 移 動 性 が 良 好 で あ り 、 操 作 性 に 優 れ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-143753 A 2004.5.20



【 ０ ０ ５ ０ 】
（ ２ ） 　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 簡 単 な 機 構 で 、 上 記 （ １ ） 項 に 記 載 の 効 果
が 奏 せ ら れ る 発 明 を 構 成 す る こ と が で き る と と も に 、 ウ ォ ー ム ギ ア と ウ ォ ー ム ホ イ ー ル の
組 合 わ せ に よ っ て 、 ボ ト ム レ ー ル を 上 下 方 向 の 所 望 の 位 置 で 安 定 的 に 保 持 し て 、 ブ ラ イ ン
ド の 開 き 程 度 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ ３ ） 　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 密 閉 空 間 内 部 に 収 容 さ れ た ウ ォ ー ム ギ ア を 、 外 部
に 設 け た ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置 に よ っ て 、 効 率 よ く 連 動 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ ４ ） 　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ス ク リ ュ ー 軸 の 回 転 に 従 っ て 、 昇 降 管 を 容 易 に 上
下 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ５ ） 　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 比 較 的 に コ ン パ ク ト な ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ６ ） 　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ブ ラ イ ン ド に お け る 部 品 の 中 で 、 最 も 重 い ボ ト ム
レ ー ル を 、 固 定 滑 車 を 介 し て 昇 降 管 と 紐 状 物 に よ っ て 連 結 す る こ と に よ り 、 ボ ト ム レ ー ル
を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ て 行 う ブ ラ イ ン ド の 開 閉 操 作 を 円 滑 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ７ ） 　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ボ ト ム レ ー ル を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ て ブ ラ イ ン ド
を 開 閉 す る 際 の ウ ォ ー ム ギ ア に 負 荷 さ れ る 力 を 最 小 限 に し て 、 チ ェ ー ン を 操 作 し て 回 転 さ
せ る プ ー リ ー に 対 す る 前 記 ウ ォ ー ム ギ ア の 連 動 回 転 性 を 高 め 、 操 作 性 を 優 れ た も の と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ８ ） 　 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ス ラ ッ ト の 開 度 の 角 度 調 節 を 効 果 的 に 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ９ ） 　 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 内 部 空 間 に お け る 結 露 を 効 果 的 に 防 止 し 、 複 層 ガ
ラ ス の 曇 り を 防 ぎ 、 か つ ブ ラ イ ン ド の 開 閉 機 構 の 湿 気 に よ る 耐 用 期 間 の 短 縮 を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ １ ０ ） 　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス を 、 標 準
タ イ プ の 市 販 サ ッ シ に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス の 実 施 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ ～ Ｉ Ｉ Ｉ 線 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｉ Ｖ ～ Ｉ Ｖ 線 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に お け る 破 線 円 Ｖ 内 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 図 は 、 そ れ ぞ れ 図 ３ に お け る Ｖ Ｉ （ ａ ） ～ Ｖ Ｉ （ ａ ） 線 横 断 面 図
、 Ｖ Ｉ （ ｂ ） ～ Ｖ Ｉ （ ｂ ） 線 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ に お け る 破 線 円 Ｖ Ｉ Ｉ 内 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ ） ブ ラ イ ン ド 内 蔵 複 層 ガ ラ ス
（ ２ ） 複 層 ガ ラ ス
（ ３ ） ス ペ ー サ
（ ４ ａ ） （ ４ ｂ ） ガ ラ ス 板
（ ５ ） 内 部 空 間
（ ６ ） ブ ラ イ ン ド
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（ ７ ） ブ ラ イ ン ド 操 作 装 置
（ ８ ） チ ェ ー ン
（ ９ ） プ ー リ ー
（ １ ０ ） プ ー リ ー カ バ ー
（ １ １ ） ウ ォ ー ム ギ ア
（ １ ２ ） （ １ ３ ） 磁 石
（ １ ４ ） （ １ ５ ） ス ク リ ュ ー 軸
（ １ ６ ） ウ ォ ー ム ホ イ ー ル
（ １ ７ ） 傘 歯 車
（ １ ８ ） 伝 動 回 転 軸
（ １ ９ ） 傘 歯 車
（ ２ ０ ） ウ ォ ー ム ホ イ ー ル
（ ２ １ ） （ ２ ２ ） 昇 降 管
（ ２ １ ａ ） （ ２ ２ ａ ） 突 起
（ ２ ３ ） ボ ト ム レ ー ル
（ ２ ３ ａ ） 左 端
（ ２ ３ ｂ ） 右 端
（ ２ ４ ａ ） （ ２ ４ ｂ ） 固 定 滑 車
（ ２ ５ ） 紐 状 物
（ ２ ６ ） 錘
（ ２ ７ ） ス ラ ッ ト
（ ２ ８ ） ラ ダ ー コ ー ド
（ ２ ９ ） ス ラ ッ ト 角 度 調 節 部
（ ３ ０ ） ス プ リ ン グ ク ラ ッ チ
（ ３ ０ ａ ） （ ３ ０ ｂ ） 係 止 部
（ ３ １ ） 取 付 部
（ ３ １ ａ ） 最 大 拡 径 部
（ ３ １ ｂ ） 縮 径 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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